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●本製品にようて生じたデニタの消失または破損 |

8軽量2は.こ鯰麒 ぎ驀 ‐‐
●本製品によりもたらされたt直接的t間接的な効果および利益の損失
●本製品をご使用になつて生じたあらゆる結果および、直接的、間接的なシステム、機器およびその他の異常

電気製品は間違つた使い方をすると火災や感電による人身事故につながる可能性があります。このような事故を

防ぐために、この取扱説明書をよくお読みになり、注意事項を必ずお守りください。注意事項は、取り扱いを誤つた

場合に予想される事故の大きさによつて3段階で表示しています。

絵表示について

この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使いいただき、あ|なたや他の人々への危害や財産への損害

を未然に防止するためにいろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。内

容をよく理解してから、本文をお読みください。            |       _

△ 1危険

△ 1警告

△ 1注意

この表示を無視して、誤つた取扱をすると、火災、感電t破裂などにより死亡したり

大けがなどを負う可育副生が想定される内容です8 ‐ ■| ■ ||  | | ‐|

この表示を無視してヽ課つた駆扱をするとt本ブ事事下
=|1事

場を集う可能性が想
定される内容です:|■■■|||‐ |||■ ||・ |■ ‐||‐ ■

この表示を無視して、誤うた取扱をすると、感電やその他の事故によりけがをした

り、周辺の家財に損害を与えたりする可能性が想定される内容です。

絵表示の使用例

△
一⑪
一ｅ

△記号は、注意(危険、警告を含む)を促す内容があることを告げるものです。

(左図の場合は感電注意が描かれています。)

○記号は、禁上の行為であることを告げるものです8

(左図の場合は分解禁上が描かれています。).|

●記号は、行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。
(左図の場合は、ACアダプタ■をコンセントから抜く、が描かれています。)

爾畿購畿鰺

e
コンセント
から抜く

万一、煙が出ている、変なにおいや音が

するなどの異常を感知したら、すぐに本

機の電源を切り、必ず電源コードをコン

セントから抜く

●そのまま使用すると、火災 感電の原

因になります。

●煙が出なくなるのを確認して販売店に

修理を依頼してください。

⑩
接触禁止

雷が鳴り始めたら、安全のため本機およ

び電源コードに触れない

⑬
禁止

表示された電源電圧交流 100ボルト以

外の電圧で使用しない

●火災 感電の原因となります。

e
コンセント
から抜く

万一、内部に異物が入つた場合は、電源
コードをコンセントから抜く

●そのまま使用すると、火災 感電の原

因となります。

●販売店にこ連絡ください。

③
難

本機や電源コードの上に重いものをのせ

たり、コードの上に本機をのせない

●コードに傷がついて、火災 感電の原

因となります。

⑪
分解禁止

本機を分解、修理、改造しない

●火災 感電の原因となります。
Θ
難

電源コードを敷物などで覆わない

●気づかず重いものをのせてしまい、大

災 感電の原因となります。

⑬
難

海外では使用しない。自動車・船舶など

の直流DC電源には接続しない

●火災の原因となります。

●この機器を使えるのは日本国内のみで

す。

電源コードを傷つけたり、カロエしたり、無

理に曲げたり、ねじつたり、引つ張つたり、

カロ熱したりしない

●コードが破損して火災 感電の原因と

なります。

△
修理を依頼

電源コードが傷んだら(芯線の露出、断線

など)、使用を中止する

●そのまま使用すると、火災 感電の原

因となります。

●修理をこ依頼ください。

Θ
禁止

浴室、台所など湿気の多い場所や水飛沫

のある場所では使わない

●感電や故障の原因となります。

議難■1機饉難 議轟難議議懸議
一一一一一な一一一一一一一一一一一ぐらついた台の上や傾いた場所など不安

定な場所に置かない

●落ちたり、倒れたりしてけがの原因とな

ることがあります。

⑬
禁止

ほこりの多い場所に置かない

●火災 感電の原因となることがありま

す。

Θ
禁止

電源コードを熱器具に近づけない

●コードの被ふくが溶けて、火災 感電

の原因となることがあります。
⑩

濡れ手禁止

濡れた手で電源コードを抜き差ししない

●感電の原因となることがあります。

Θ
禁止

窓を開め切つた自動車の中や直射日光

が当たる場所など、異常に温度が高くな

る場所に放置しrJlぃ

●キャビネットや部品に悪い影響を与え、

故障の原因となることがあります。

⑬
瓢

電源コードを抜くときは、コードを引つ張

らない

●コードが傷つき、火災 感電の原因と

なることがあります。

●必ずプラグ部を持つて抜いてください。
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お手入れの際には安全のため電源コード
をコンセントから抜く
●感電の原因となることがあります。

旅行などで長時間本機を使わないとき
は、必ず電源コードをコンセントから抜
き、乾電池も取り外す
●火災・液もれの原因となることがあり
ます。

移動させるときは、必ず電源コードをコン

セントから抜く

●コードが傷つき、火災・感電の原因に
なることがあります。

電源を入れた後、接続機器の音楽等を再
生する前には、音量を抑える

●突然大きな音が出て、聴力障害などの

原因となることがあります。

テレビやノくソコン、ポータブル
MP3プレーヤー、デジタルオー

ディオブレーヤーなど、外部機

器のイヤホン端子または音声

出力端子 (φ3.5mmス テレオ

ミニプラグ対応端子)へ接続

サテライトスピーカー

罐雛1懸難

( サテライトスピーカー )

囃‡鐵:醸難

罐轟:醸難

０

０

サテライトスピーカーのプラグを、右スピーカーはアンプ内蔵サブウーファー

背画のスピーカー出力 (R)端子へ、左スピーカーは同 (L)端子へ接続する

付属の音声入カコード (φ35mmステレオミニプラグ)を使つて、外部機器

のイヤホン端子または音声出力端子 (φ35mmステレオミニプラグ対応端子)

とアンプ内蔵サブウーファー背面の音声入力端子を接続する

家庭用コンセント

(100V50/60Hz)

2つのサテライトスピーカーは同じですので左右どち
らでも任意にお使いいただけます。

①VOLUMEツマミ

②BASS(重低音)ツマミ

③電源ランプ

④電源スイッチ

⑤電源コード

⑥音声入力端子

⑦スピーカー出力端子

③ウーファー

⑨スピーカー

⑩スピーカーコード

〕

ll

0最 後に電源コードのプラグを家庭用コンセントに接続する
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音声入カコード

(の35mmステレオミニプラグ)

/付属

(アンプ内蔵サブウーファー)

苺褥 陪難

饉聰骰難

【ノ…トパソコンの場合のセッティング例】

【テレビの場合のセッティング例】          パソコンの背後にサブウーファーを置き、パソコン

正面にサブウーファーを置き、そこから左右等距離  の両側等距離にサテライトスピーカーを設置すると、

の位置にサテライトスピーカーを設置すると、バラ バランスのよい2 1chサウンドをお楽しみいただけ

ンスのよい2 1chサウンドをお楽しみいただけます。  ます。
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サブウーファー背面の電源
スイッチを「ON」 にする

電源ランプが点灯します。

※このときに「ボツ」という音が

スピーカーから出ることがあり

ますが、故障ではありません。

外部機器側の電源を入れ、選局、再生等の操作をする

テレビやラジオの音声を本機で出力する場合は、お好

きな放送局を選局します。CDプレーヤーやデジタル

オーディオブレーヤーの場合は、外部機器側で再生操

作をします。

※外部機器の操作方法は各機器に付属の取扱説明書を

こ確認ください。

音量や重低音を調節する

最初に本機の∨OL∪ MEツマミと外部機器側の音量調

節機能を使つて全体の音量を調節し、その後、BASS
(重低音)ツマミで重低音の大きさを調節してください。

●― D●周囲の迷惑にならない音量でお楽しみく

ださい。
`

●音量操作は優先的に本機のVOL∪ MEツ

マミで行つてください。特に外部機器のイ

ヤホンジャックに接続している場合、接続

を解除したときに外部機器側のスピー

カー出力が大音量になることがあります。

電源を切るときは電源スイッチを「OFF」 にする

電源が切れると電源ランプも消灯します。

接続を外すときは、双方の電源を切つた後に行つてく

ださい。

電源

症状 チェック項目

電源が入らない ●電源コードが家庭用コンセントに正しく差し込まれていますか。

音が出ない ●外部機器は正しく接続されていますか。

●外部機器側の電源は入つていますか。

●本機や外部機器側の音量が最」Чこなつていませんか。

●サテライトスピーカーとサブウーファーは正しく接続されていますか。

AC 100∨ 50//60Hz
消費電力  26W
最大出力  総合 10W(サブウーファー i5W サテライトスピーカー i25W× 2)

周波数特性 35Hz～ 20kHz
スピーカー ◎サブウーフアー :口径 101mm 80 ◎サテライトスピーカー :口径76mm 40× 2

SN上ヒ >フ5dB
接続 スピーカー iRCA端子  外部機器 iの35mmステレオミニプラグ端子

外形寸法  ◎アンプ内蔵サブウーファー 幅 150mm×高さ205mm×奥行216mm(突起物含まず)

◎サテライトスピーカー   幅95mm× 高さ 12フ mm×

質量    約2 3kg

付属品 取扱説明書 (保証書付)、 音声入カコード (φ35mmステレオミニプラグ)

∨OL∪ MEツマミ

BASS(重低音)ツマミ

シンナー、ベンジン、
アルコールなどは

使用しない

5

この製品には保証書がついておりますので、お買い上げの販売店よりお受け取りください。お受け取りになつた保

証書は、記載内容および「販売店、お買い上げ年月日」などの記入事項をお確かめの上、大切に保管してください。

必要事項が記載されていない場合は、すぐにお買い上げの販売店にお申し出ください。保証期間はお買い上げ日

より1年間です。

議1燒鰺 麒 麟 鶉 鰺 爾 ‡鐵 ‡懸:艤艤麟鑢贔鶉贔蝙鶯隧鰈 辣 鰈 艤鰺鶉 艤鱗鷺鰈 辣 鰺漑 鶉購贔蝙褥

●調子が悪いときは

修理を依頼される前に、この取扱説明書をよくこ覧になり正しく使われているかお調べください。それでも調子が

悪いときは、お買い上げの販売店、または弊社修理こ相談センターにこ相談ください。

●保証期間中は

保証書の記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは保証書をこ覧ください。

●保証期間が過ぎた場合は

修理によつて機能が維持できる場合は、お客様のこ要望により有料修理させていただきます。お買い上げの販売

店、または弊社修理ご相談センターにこ相談ください。
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罐懸爾難 議繭1簸鰤

罐鑽薔醸薔驚
※仕様及び外観は改善のため予告なく変更すると があります。 ※取扱説明書のイラストが一部製品と異なる場合があります。

本体の汚れは、柔らかい布でから拭きしてください。汚れがひ

どいときは、布をぬるま湯か薄めた中性洗剤で湿らせ軽く拭

いた後、から拭きしてください。

シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面の仕上げを傷め

ますので、絶対に使用しないでください。


